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Abstract

The purpose of the research herein disclosed was to establish the most suitable

conditions under whjch the thermoplastic high polymer materials for electric wire

use should be extruded.In the previous report,the writer suggested thatthe plas-

ticityofthermoplasticmaterials should be representedby three constants,n,が,and

f,aSSerting at thesametimethattheplasticityofbothpolyvinylchlorideandnatural

rubber compound could be represented as wellby these three constants,based on

his theoreticalresearch and experiments.AIso,the relation between the mlXlng

rate of softener and rubber･forthesynthetic rubber compounds,the three constants

Ofits plasticity and electric,physicalproperties ofit were discussed.

In the present report,the relation between carbon contentin synthetic rubber

(Neoprene GNA)compounds and their plasticity,electricalandphysicalpropertiesis

the subject of discussion which may be summarized as follows:

(1)The three constants,eSpeCially the value ofがrepresenting the plasticity,

varies with the carbon content,and the plasticity shows a marked decrease

with theincrease ofit.

(2)According to the outcome of the study of the relation between the carbon

content and electric properties,thelatter decreases with theincrease of

the former.

(3)It was also found that the physicalproperties of the compounds could be

improved byincreaslng Carbon content.

うちマ*は粘数係数に相 るす当コ
しの常数,′は中位油
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電線用熱ロJ塑性.計分了斗毎眉の最適押｢1-‡作業条件を把握

する目的で 物相継

塑性物質の可塑性を

の可塑性をとりあげ,電線聯町可

わす尺度としてほ3常数〝,で*,′

を用いることがよいことを 嘱してきた｡この3常数の

日立製作所日立電線工場

積当りの降伏植で艮る∩招こついてほ荷重指数とよぷこ

とこする｡

トタを用いて塩化ビニル樹

脂混和物の可塑性の3常数を求め(1)(…〉,理論および実

験の両面より几王化ビニノし樹脂混和物の可塑性ほ3常数を

もって表わLうることをあきらか∴Lたし′試作圧縮型ブ
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ラストメ←タを使用して塩化ビニル樹脂混和物の可塑度

計粘度を求め(1),引続き天然ゴム混和物の各種配合量,

混練時間と可塑性(5)(6)を求め,流線形状および流f-H量こ

対する理論値と,実験値の類似性をあきらかにした｡既

報(7)t8)(9)においては合成ゴム(ネオプレンGNA)混和物

の軟化剤ソバロイドおよぴゴム配合量と可塑性の3常数

および電気的,物理的諸性質の関連性さ二ついて実験師二

論究した｡

本報告こおいては合成ブム(ネオプレンGNA)混和物

のカーボン配合量を変えた場合の電気的諸性質すなわち

固有抵抗(8､Cm),絶縁耐力(Ⅴ/mm),誘電率,誘電

正別の測定結果,および物理的諸性質すなわち比葺,殖

産,弾性,熱竿気老化試験による抗張力(kg/mm2),伸

び(%),100%J伸びモジ:Lラス(kg/mmコ)および僻耗

(%-)の測完結㌍∴ついて述べる｡

[ⅠI｣カーボン配合量と荷重および流出量

最近の文献にはレオロジー川圧1)およびブラストメ←

タ(12)こついて報告されているれ電線用弊可~型枠物質の

可塑性の3常数:二ついて報告はないようであるuそれで

引続き合成ゴム混和物としてネオプレンGNAのカ←ボ

ン配合量を変えた場合∴ついて,試作神川式ブラストメ

←タを使用して可塑性の3常数を求めるため荷束と流川
量の関係について実験した｡

(り 試 料

本実験にf机､た合成ゴム混和物の配合は第l表の通り

であり,ゴム量100酢二対しカ←ボンの配合量が10,20,

30,40部∴なっている｡試料のロール練作業ほ実験用

5吋×12吋ロールで回転比1:1.13,ロ㍉一ル温度65±50C

で行った｡tユ【ル練時間ほ素鰊5分,混練32分,精練

3分である..このよう∴練ったものを10≠の穿孔器を便

川して博さ8mmの円柱型試料を作ったっ

(2)荷重と流出量

前述の方法で作製した試料を荷葺47.6,弧1,72.7,

85.2kg/cm2の場合∴ついて 作押出式ブラストメータ

を使用Lてゴム量100部に対しカ←ボンの配合量を変え

た場合の単位長さ当りの流出時間を測完した結果ほ第1

図の通りであり,また単位時間の流Hう量は第2表の通り

第1表 供
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第1図 合成ゴム(ネオプレソGNA)混和物のカーボ

ン量を変えた場合の荷室と流出時間の関係

Fig.1.Relation between Load and Flowing

Time of Synthetic Rubber(Neoprene

GNA)CompoundsVaryingtheCarbon

Concentration

である｡なお流出時間ほ3～5回の測定結果の平均値を

示Lてある｡また流刑量ほ流～-rl時間より換算した値であ

り,ダイヤルゲ←ジ1mmの体積は0.0798cm3に相当

する値∴なっている｡

〔ⅠⅠⅠノ1カーボン量と可塑性の3常数

(り …充線の形状

可塑性の3常数より 量
山Ⅲ

流 出の理論の仮窪が,この

場合にも成立するか否かを実験的に確かめることLた｡

本理論の仮定ほ流線分布こおいてオリフィス内の流れの

状況がオリフィスの周囲で流速が零であるということで

ある｡流線分布が妥当であるかどうかを ベるため,白

合 成 ゴ ム(ネ オ プ レ ソ GNA)混 和 物 の 配 合 表

Tablel. Mixing Ratio of TestingSyntheticRubber(Neoprene GNA)Compounds

ネオプレンGNA麿北マグネシウム 亜 鉛 輩lソバロイド A.カ ー ボ ンlステアリン酸l白 塑 葺

C→10

C-20

C-30

C-40

(注)C-10,C 20.C-･30,C-40り∴Jム増100に対するカーポy:竃の百分率である〕
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第 2 表 合成ゴム(ネオプレソGNA)混和物のカ

ーボン量を変えた場合の流出量

Table2.FlowingVolume of Synthetic Rubber

(NeopreneGNA)Compounds Varying

the Carbon Concentration

竺竺し_番号l荷重竺竺?_2
l 47.6

C-10

C【-20

C--30

C-40

60.1

72.7

岳 85.2

47.6

60.1

72.7

85.2

47.6

60.1

72.7

85.2

(注)測定虎層:80nC

流出時間(s)

652.6

335.8

173.5

92.1

930.5

456.7

214.2

123.7

2,535.0

992.2

535.7

331.4

3,965.0

】,622.0

732.3

410.0

流出一迫(cm3′/s)

1.220×10▼4

2.3別)×10-4

4.600×10~4

8.660×10~4

0.858×10~-1

1.750×10~4

3.730×10【4

6.450×10】4

0.315×10｣4

0.804×10~･1

1.490×10~4

2.410×10~4

0.201×10-4

0.492×10【4

1.090×10【4

1.950×10~4

艶華烏よびカ←ボンで試料を白,黒･｢二着色し,ブラスト

メータのオリフィス内∴白黒の試料を委ねて押ⅢL,流

れた紐状の試料を加硫Lて2つ∴ に切って反射光線を

利用して撮影Lた結黒は第2図のように流線分布ほ先端

が尖っておりl 1央部の流 ∴比較して間遠は無視しうる

程度に小ちいので押出量の理論が成立するとみなしうる

から,つぎ:二可塑性の3常数を求めることとLた｡

(2)カーボン量と可塑性の3常数

可塑性の3常数とは(1)式に嘉すマ*,乃,′のことで

-

●

-(丁-′)花 丁≧′…………‥(1)

流れの方向の速度勾配

粘性係数に相当する流れの常数

単位面 当りの勇断応力

単位面積当りの降伏値

荷重指数

文献こ命名されていないが,本研究の

可敵性町理論と実験の関係づけにおいて紹は流用量と何

貢の両側対数座標上ついての巨 係曲線の切線の方向係数

であることを証明してあるのでこの間係から荷電指数と

名づけることとLた｡

つぎ∴カーボン量を変えた場合の可塑性の3常数で*,

〝,′はつぎのようにして決定される｡合成ゴム(ネオプ

レンGNA)混和物のカーボン量10,20,30,40部の

第2図 合成ゴム(ネオプレソGNA)混和物

の流裸形状

温度:800C,荷重:29.3kg/cm3,倍率:X30

Fig.2.Distribution ofthe Flowing Velocity

ofSyntheticRubber(NeopreneGNA)
Compounds
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第3図 合成ゴム(ネオプレソGNA)混和物のカ←

ボン量を変えた場合の荷重と流出量の関係

Fig.3.Relation between Load and Flowing

VolumeofSyntheticRubber(Neoprene

GNA)CompoundsVaryingtheCarbon

Concentration

場合の流EH量(Cm3/s)と荷吏(kg/cm2)との閲係を両

側対数グラフにとると第3図に読す通りである｡この曲

線に荷重の大きいところで切線を作る｡この別線を作る

位置に関してほ,試作押出式ブラストメータで 料を押

出す場合に荷電を大きくすると流れがみだれるから,本

実験でほ流れにみだれを生じない範囲の荷蚕で試験を行

っているので,この測定荷 の最大のところで切線を引

く.〕このりJ練の引き方でスロ←プが変ると誤 の原因二二



496 昭和30年2 月

なるから一日｣線ほ光学プリズムを利用して誤

目 立

の少いよう

に引く｡この直線上の任意の2点P,Q上こおいて荷養

および流出量の価を読みとり,それらの値をそれぞれ

A汽,d為およぴn,坑とすればつぎの連立方程式を

うる｡

logn=A+〝log(4P.)

logl㌔=A+紹log(血戦)

A=log
●~

あ13

こゝに

1■が調F
嵩 …‥(3)

Lたがって上式A,乃を未知数として解けば可塑性の3

常数の一つである乃ほつぎのようにして求められる｡

また同

log11-iogl㌔

1古壷(~裏汀二lo亘て石高)…

∴ A は

A=logり◆‡3…‡謁三二怒㍊冒g(ヤ興し･(5)
として求められる｡このAの偵を(3)式∴代入してで*

ほ決定される｡また別･こ中位漸層当りの降伏値′はつぎ

のようにして求められる｡荷重を負荷Lてまさに試料が

流れ始めようとするときの圧~ノブ差pl一戸2をとれば

′=-㌔㌔…………………･(6)
以上で可塑性の3常数乃,芳*,′ほ決定される.ユ この方

法こより合成ゴム(ネオプレンGNA)混和物のカーボン

量を変えた場合の可塑性の3常数を求めると第3表のよ

うこなる｡第3表からわかるようにカーボン量を10部

から40部に増加すること｣二より 〃は3,25から3.86

と増しやや流れの方向の速度勾配を増すが,マ*は4.61

から37･41と増加Lて約8倍となり に常非ユよ出勤可

する｡まは′は0･203から1.218と増加して可:塑性は

減少する｡すなj_つちカrボンの場合は柁,ギ*,′につい

て前報のソバロイドおよびゴム分の場合と斥対の結果に

なり,可塑性ほ減少することがわかった｡

(3)流出量についての理論値と実験値の比較検討

第l表に示すカーボン量10部の場合のネオプレン混

和物こついて試作押掛式ブラス1､メータ∴よる実験値を

第3表に示す｡C-10の乃とで*の値をト削､て下記の(7)

式エリ流出量の理論値を示すと第4図の通りである｡

logV=log乃詣･㌫:蓑+搾log(Pl-賞)
‥.(7)

ただL J:オリフィスの長さ

α:オリフィスの半径

ア1,j㌔:オリフィス両端の圧力

Ⅴ:流出量

二の場合の理論値と実験値ほ近かよっているが,既

報朝の天然ゴム混和物の場合のように一致Lていないこ

第37巻 第2号

第 3 表 合成ゴムネ(オブレンGNA)混和物のカ

ーボン量を変えた場合の可塑性の3常数
Table3･Plastic Flowing3Constant of SynT

thetic Rubber(Neoprene GNA)
Compounds Varying the Carbon

Concentration

C一一10

C-20

C-30

C--･40

3.25

3.35

3.40

3.86

4.61

6.68

16.76

37.41

0.203

0.284

0.812

1.218
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荷 車(々ンそ〝り

第4∫メl含戌ゴム(ネオプレソGNA)混和物の流出

量と荷車の′見放偶と王堅論借の比較

(カーボン景10部の場合)

Fig.4.Comparison between the Observed

Value and Caluculated Value of the

Relation between Load and Flowing

VoIumeofSyiltheticRubber(CorbonlO)

Compounds

とがわかった､-.これはナナ成ゴム(ネオプレンGNA)混和

物ほ天然ゴム混和物に比較すると 紋分布が乱れがちこ

なる傾向があるのと焼けの硯襲が生じやすいので,これ

らの影響によるものと一考えられる｡

〔ⅠⅤ二｣カーボン量と電気的諸性質

電気的語牲昏拙走こ脚､た試料とLてほ可塑性の3常

数を測定したと同 な第1表∴示すネオプレンGNA混

刺物を軌＼,カーボン量が40,30,20,10部の場合の

電気的 性質,固有抵抗(良一Cm),絶縁耐力(Ⅴ′/mm),

電正i_≠二ついて測定L.た｡
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(り 国有抵抗

測定電圧ほD･C･100Vで薦偏法により1分充電彼

の価を測定した｡電極は71く銀電極で70mm¢リングを

用い,検流計の感度は1×10~10Aである｡実験に供し

た試料の大きさは100mm少,厚さほ0.6～0.8mmであ

る｡恒温糟を便≠して,測定温度30,40,50,60,708Cで

測定した結果ほ第4表に示す通りである｡本結果から固

有抵抗ほ温度の上昇にしたがって低下し,カ←ボン島が

10部から40部と増加するにしたがって低下する傾向に

あり,ゴム靴含量の場合と同一---･傾向を示していることが

わかった｡

(2)絶縁耐力

電極は直径25mm桓,周辺ほR=5mmにまるみをと

った貢銀製のものを使用した｡試料にかかる仝荷重ほ

500gである｡試料は大きさ50mm少,厚さは0.6～0.8

mm程度のものを使flうした｡測定温度ほ0,10,40,70⊂C

で行い,100C以下ほシリコン油,40CC以上ほ第1硬変

庄器渦中で電圧は500Vノsの連 上昇で行った｡測定

結果は第5表に示す通りであってバラツキが多く 準偏

差もかなり大きくなっているが,各温度を通してカーボ

ン量10部から40部の聞でほカーボン量が増加するに

したがって絶繍耐力は減少して行くことがあきらかであ

り,測定温度と絶 耐力の関係ほ,00Cから700Cの聞

では温度の上昇にしたがって絶絶耐力ほ減少しているよ

うである｡

(3)誘電率および誘電正切

試料は大きさ100mm声,厚さ0.6～0.8mmのものを

用い,水銀電極でほさみ,湿気の影響を防ぐためこ無7Jく

燐酸入りのデシケ一夕内で測定した｡測定器ほGB-11

型リーカンスブリッジ(7)をJ~Hい,測左方法(7)ほ試料のコ

ンダクタンスG,容量Cを測定し,これより誘電 Eお

よび誘電正切tan∂ を算出した＼7)｡以上の方法こよつ

て,測定温度-10,0,10,40,700Cおよび周波数11〔C

から100kcの間こおいてEおよび tan∂を算出した

結果ほ第5図(次貢参照)より掛0図の通りである｡カー

ボン量と誘電率の関係は第5図より,カーボン量が10部

から40部に増加するこつれて-10,0,10eCとも

率は増加の傾向があるが,40DCでは30部と40部の間

では増加の程度が小さくなり,周波数ごこよっては減少す

るものがある｡708Cニおいてほ30音階恰のものが最

大こなる｡カーボン量配合の場合こも,ソバロイドおよ

ぴゴム量配合の場合と同

は成立しない｡

こ誘電率に関する混合の理L7)

電率と温度との関係は第`図(次頁参

帽)から,-･-･一一般に【10ロCから100Cの!試ではカーボン畳,

周波数こよつで多少異るが,100Cから700cの間では

【-･股ニ 電率ほ減少する傾向を示している｡カーボン量

第 4 衰 合成ゴム(ネオプレソGNA)混和物のカ

←ボン配合量と固有抵抗(nトCmXlOlり
Table4.Carbon Concentration and Volume

Resistivity of Synthetic Rubber

(Neoprene GNA)Compounds

(注)測定電圧D･C･100V,直偏津,1分充電俊,

水銀各項70mm¢リング

第 5 衰 台成ゴム(ネオプレンGNA)混和物のカ

ーボン配合量と絶縁耐力

Table5.CarbonConcentrationandDielectric

Strength
ofSyntheticRubber(Neo-

prene GNA)Compounds

測定温度(ロC)

10

40

70

カ■ボンの配餞F絶縁耐力(部) (kV/mm) 瞭 準 偏 差

(注)カー∵ボンニ冠40部の0,10つCの場合は充電々流大のたの,蔽壊

に到る前に遮断器が触いて測定が出来なかった｡

40部の場合は100Cから700Cの間で減少する傾向が

特こ著い･､｡ 電率の周波数特性は第7図(次貢参照)に

戻すようこ周波数が大きくなるにしたがって各温度とも

誘電率は小さくなる傾向を示しゴム配合の場合と同一傾

向である｡この減少の傾向はカ←ボン量が40部から

10部に減少するにしたがって,次第に平坦iこなるようで

ある｡

つぎにカーボン配合量と誘電正切との関係ほ第8囲

(次頁参照)に示すようにカーボン量が増加するにしたが

電正切ほ各測定温度とも著しく増加する傾向ニニ
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誘電正切と温度との関係は第9図(第84頁参照)のよう

ニ,一100Cから10ロCの間では誘電正切は急に減少し,

10ロCから700Cの範囲では次第に平坦な傾向を示して

いる｡誘電正切の周波数特性ほ第10図(第84頁参照)に示

す通りであり,-10〇Cではカ←ボン40部の場合は平坦
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第 6 表 合成ゴム(ネオプレンGNA)混和物のカ

←ボン配合量と比重

Table6.Relation between Carbon Con-

Centration and Specific Gravity of
Synthetic Rubber(Neoprene GNA)
Compounds

であるが,30,20,10部の場合ほ周波数が増すと誘電正

切は大きくなる｡00Cではカ←ボン40部の場合は多少

減少するが,カーボン量30,20,10部の場合は平坦で

次第に上昇の傾向にある｡100Cではカーボン量40部

の場合に減少し他の配合では平坦である｡40,700Cで

は反対に周波数が増加すると誘電正切ほ減少する｡

〔Ⅴ〕カーボン量と物雫里的諸性質

(り 比 重

第l表に示したネオプレンGNA混和物を1400Cで

40分加硫した試料を用いてピクノメ←タ法によって比

重を求めた結果ほ第`表の通りである｡すなわちカ←ボ

ン量の増加とともに比重は減少している｡

(2)硬度および弾性

JES硬度ほ厚さ約2mm,大きさ50×60mmの加硫

合成ゴム混和物を3枚看ねて約6mmの厚さとし,下の

受台の影 が表われないようにして島津製JES硬度計

を用いて測定した｡その結果ほ第11図に京す通りであ

る｡すなわち硬度ほカ←ボン量が増加するとともに増加

し,温度が高くなるにしたがって減少している｡その傾

向は可塑性の3常数のうちで*と同一傾向を示している｡

ショップ弾性値は硬度測定に使用したものと同一試料

を使用し,3枚重ねて約6mmとしてショップ弾性試験

機を用いて測定した｡ノ1ンマーの重量ほ200g∴落下の

高さ 250mm とし,第5回目の打撃の読みをとった｡

その結果は第12図の通りであって弾性はカ←ボン量の増

加こしたがって減少し,温度の上昇とともこ大きくなる

傾向がある｡測定温度のうち高温部は恒温水槽を使用

し,低温度ほ低温糟を使用した｡これらの予熱時間は

30分である｡これほ70ロCにおいて予熱時間と硬度

および弾性を検討した結果から 達した｡なお測定にあ

たっては各温度に保持した試料を恒温水槽,低温槽より

とり出し,直ちに測定したものである｡

(3)熱空気老化試験

第1表配合の合一

亜鈴型

ゴム(ネオプレンGNA)混和物より

料を作り,ギヤ←式熱空気老化試験機を用いて
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第11図 合成ゴム(ネオプレソ GNA)混和物のカ

ーボン配合量と硬度と温度との関係

Fig.11.Relation between Carbon Concentraq

tion,Hardness and Temperature of

Synthetic Rubber(Neoprene GNA)

Compounds
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ュラスの関係
Fig.15.RelationbetweenCarbonConcentration,

Ageing Day and lOO% Elongation

ModulusofSyntheticRubber(Neoprene

GNA)Compounds

温度1000Cで1,3,5,7,10,15日間老化し,老化が終つ

てから一度に抗張力試験機を用いで抗張力,伸びを測定

した結果は第13囲および第14図の通りである｡抗張力

については一旦低下した抗張力が老化日数の進むこつれ

てやや上昇しているが,伸びほ各配合とも老化日数とと

もに低下して天然ゴムと同様な傾向を示している｡伸び

はカーボン量が少くなるほど大きくなっている｡

100%伸びモジュラスを測定した結果は第15図に示す

通りであって,カーボン量が多いいほど大であり,老化

日数の増加にしたがって大きくなる｡

第37巻 第2号

第 7 表 合成ゴム(ネオプレソGNA)混和物のカトボ

ン配合量と磨粍率(%)

Table7.Relationbetween Carbon Concentration

andAbrasionRatioof Synthetic Rubber

(Neoprene GNA)Compounds

磨耗試験

はウイリアムス試験機を使用し,試料ほ 礫蘭

の大きさ20×20mmであって表面のすべりからくる誤

差をなくするために150回転した後の重量Iylを原重

量とし,さらこ600回転した後の重量耶を測定して

磨耗率ほ次式により求めた｡

磨耗率=
Iyl-W2

間
×100% ‥‥

磨耗率の測定結果ほ第7表の通りである｡すなわちカー

ボン畳が増加するにしたがって磨耗率は減少している｡

〔ⅤⅠ〕績 盲

以上を総柄すると

(1)合成ゴム(ネオプレンGNA)混和物のカーボン

量を変えたものについて試作押出式ブラストメ←タオリ

フィス内における流線の分布を写真にとり,その流線の

形状は先端が尖っていて,オリフィス周辺の速度は中央

部の速度に比較するときわめて小であることがわかった

ので流出量に対する理論を適用しうることがわかった｡

(2)合成ゴム(ネオプレソGNA)混和物のカーボン

量を変えた場合の可塑性の3常数循,号*,′を算出した

結果ほ∵㍉が最も大きく影響し,カrボン量を10部か

ら40部に増加することにより Ⅴ*は4･61から37･41

と増加して約8倍となり可塑性は非常に減少する｡

(3)合成ゴム混和物としてネオプレソGNA混和物

こ二ついてカ←ボン配合量と電気的諸性質を実験した結果

は

(A)固有抵抗はカーボン量が10部から40部と増

加するにしたがって低下する傾向にある｡

(B)絶縁耐力ほカ←ボン量が10部から40部の問では

カーボン量の増加するにしたがって 少してゆく｡

(C)カーボン量と誘電率の関係は,カ←ボン量が10

部から40部に増加するにつれて-10,0,100Cと

も誘電率ほ増加の傾向があるが,400Cでほ30部と

40部の問では増加の程度が小さくなり,周波数によ

っては減少するものがある｡
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(D)カーボン配合量と 電正切との関係ほカ

量が増加するにしたがって 電正切は
ノ＼

し著

る傾向にある｡

(4)カーボン配合量と物理的諸性質の実験結果ほ

(A)比貢ほカーボン量が増すにLたがって減少して

いる｡

(B)硬度はカーボン量が増加するとともに増加し,

温度が高くなるこしたがって減少している｡弾性は

カ←ボン量の増加にしたがって減少し,温度の上昇

とともに大きくなる傾向がある｡

(C)抗張力はカ←ボン量30,40部がよく,伸びほ
-

ヵ←ボン量が少くなるほどよくなっている｡100′%

伸びモジュラスほカーボン量が増加するはど大であ

り,老化日数の増加こしたがって大きくなる｡

(D)カーボン量と磨耗率の関係ほカ←ボン量が増加

するにLたがって 耗率ほ減少している｡

以上可塑性および電気的諸性質の面からはカーボン配

含量の少い程よく,物理的

が多い程よいことがわかった｡

終りに貴

ゝらはカーボン量

なる御討論御指導を戴いた東北大学林威教

気的および物理的性質 503

授,鳥山前日立製作所中央研究所所長,

戴いた日立電線工場斎藤工場長,内藤,

久木課長および実験こ援助を頂いた試作

堀口の

御指導御革鮎墓を

山野井両部長,

の大内,平野,

君二厚くお礼申し上げる次第である｡
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属塩化物との反応による有機金属
と二周倣ル1クリ`｣■リノ几ルーJJ､リノ日悦~正閏;中央研究所

電力機器JIJ合成樹脂系絶縁ワ
ニス:日立絶縁物工場

ポ ン プ の 最 近 に お け る 動 向 壷亀 有 工 場

_上L
の

会lシ

AmericanInstjt.ute

Of Physics

真 空機器協会

埴 禰 部 r-ト】写本 社

ン′ 日立電線工場

The Transformation
ofAdsorbedWaterupon:

記忠霊崇……SanditsDielectrjcLossesand:中央研
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小河内貯水池ダム建設用25tケーブルクレーン

25t Cable Crane for Dam Constraction

for Ogo11ChiReservoir Dam
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東京都′｣､河内貯水池ダム建設用25tケーブルクレ←ン

は｢たま｣号と命名され目下大活躍をして∴､る｡その概

略仕様はバケツ容量6m3,荷重25t,径問418m,巻上

適度全負荷時90m/mn,空)1ケツ時180m/mn,巻ド速

度全負荷時150m/mn,横行速度370m/mnである｡

本機は日立製作所こおいて製作されたもので,国産記

録製品であるばかりでなく,そのすぐれた性能は世界こ

も誇りうるものである｡

特筆すべき特長はロープ索引式無衝撃キャリヤを用い

た日立独得の機構を備えておることで,キャリヤほ専用

の曳索に固定され,曳索ほトロリと常に→定比の速度で

移軌して,キャリヤがトロリと両塔問を常に等区分する

ごとく移動しっゝ巻ヒ素を支持するので,全然衝馨がな

いっ しかも区分距鰍土必要な精度を有し,調整は点検時

に｣トロリを片側二番せるだけでよく,本装置の完成にエ

リて多年各国でも困難祝されていた高速サーブルクレー

ンのキャリヤゾ〕問題が解出されたものである｡

日立 作新主ケーブルクレーンの電気晶として,巻上

用200kW~直流竃軌機2台を始め横行用300kW直流

電動機1台,電動発電機1組(巻上用450kW直流発電

機･横行用350kW直流発電機,駆動用750kW三相

誘導電動機),励磁機セヅトなどを併せ納入している｡

なお小河l′1貯水池ダム建設用の機器とLてケーブルク

レ←ンの他9t37mジプクレーン,セメント輸送機,

セメント車等が日立製作所より納入され現地でそれぞれ

活躍している｡

写 真 説 明

上右｢たま号｣
25t ケーブルクレ←ソ

上左 ロープ索引式無衝撃キャリ
ヤと 25tトロリ

中 /J､河内ダム工事環場
下右 25tケ←ブルクレーンリ君レ

オナ←ド電動発電機セっ 卜

350kW D.C.G.-750kW,

I.M:450kW D.C.G.

下左 25tケーブルクレソ横行周
300kW 動機




